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I.  Arthur Huff Fauset（1899-1983）
A.H.フォーセットは、人類学者、作家、編集者と多彩な人生を送っている。ニュ
ージャージーのフレミントンに生まれ、父は牧師で、同じくハーレム・ルネサンスで
活躍したジェシー・フォーセットは、彼の従妹に当たる。アーサーは、ペンシルバニ
ア大学でB.A. M.A. Ph.D.を授与され、1918年から46年まで、ペンシリバニア州の
高校で教える傍ら、公立高校を管理する要職についている。彼の妻クリスタルは、
ペンシルバニア州議会のアフリカ系アメリカ人の最初の女性議員となった。
ルネサンス期には、多くの黒人のスポンサーとなった、シャーロッテ・メイソン夫
人の援助を受けた。1927年から黒人中流階級の雑誌Black Opalsの編集者となり、
1931年には、民話集Folklore of Nova Scotiaを出版、38年には，Sojourner Truth, 
God’s Faith Pilgrimを出版、69年には、ペンシルバニアの学校の先生と共同で、児
童のための歴史書America: Red, White, Black, Yellowを書き、70年には、Gold 
Gods of Metropolis: Negro Religious Cults of the Urban Northを出版している。
“A Tale of North Carolina Woods”（1922）─この短編は、『クライシス』誌の
23号に掲載され、題名が示すとおり、北キャロライナの森に纏わる話である。私達は、
森の近くにある橋のたもとに集合し、よく森の中で遊んだ。そこには沢山の草花が咲
き、あるものは、自然の絵の具のようにデリケートで、複雑な色のもの、素朴なもの
が咲き乱れている。私達が橋の袂にいると、いつも同じ時間に自称Queen of Sedalia
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という老婆が、しばらく立ち止まり、周囲を見わたしながら通り過ぎます。
ある日の午後、松が茂り小川が流れているところで、私達が涼を取っている時、
あの親しみ深い老婆の歌声が聞こえてきます。その森の大きな木のことについて老
婆に尋ねると、老婆は、昔Sedaliaと呼ばれたこの地に、既に60年間住んでいて、
グランド将軍の時代、この小川は倍ほど広く、かなり深かったと言う。この土地全体
を、大地主のOle Man Marksが、領有し、川に橋を架けることを禁止していた。こ
の川を渡らなければならない住人には不便で、この辺では蛇に咬まれた子供が、死
んだこともある。
ある時、川の近くから大声が聞かれた。それは老マークスの一人息子が、助けを
呼ぶ声であった。彼は川岸で倒れていて、両脚を棒のようにぴんと張り、ブルーの
眼は、太陽を見詰めていた。クイーンが到着し、子供の足を切開したが、血は真っ
黒で、止まらず、子供は死んでしまう。子供の死により、老マークスは、気が触れて
しまった。クイーンは毎日、黒い血が流されたこの場所にきて、祈り続ける。そこの
木が大きくなり、倒れ、それがこの橋となった。みんなはこの橋はあの子供の生まれ
変わりだと囁いている。彼女は、“Bridge up Heben–soul en body / Pepul’s gwine 
to leab yoh now!”1）と歌いながら去って行った。
フォーセットの紹介で、人類学者と述べたが、フォークリストと言った方が適切か
もしれない。フォーセットはノバ・スコッティアの民話だけでなく、南部の民話を収
集していたことから、民話主体の物語を作ったのであろう。少年たちが尋ねるところ
は、ハリスの民話の語りから、ヒントを得たのかもしれないが、少年と老婆と森がう
まく噛み合い面白い物語となっている。
“Jumby”（1927）、Jean-Marie─オビの男Kasongaの悪巧みによって、コプラ
に咬まれ、やっと回復し起き上ったジーン＝マリーは、体調は変わっていたが、生き
ている喜びで手足を伸ばした。村人は色黒で、彼女は薄褐色で、目がカリブ海のよ
うに澄み、髪はビロードか絹のように滑らかである。彼女の体は、レオパードの様に
スマートで、脚は競走馬のようにしなやかである。聖なる山Matekが遠くにそそり立
ち、遠くには土着の人々の小屋が、草の中の家畜のように見え、カエルが鳴き、コオ
ロギが囀る。
ジーン＝マリーが、ウエズレー派の伝導の歌を歌うと呪いが解け、そこにGanga
が現れる。ジーン＝マリーは、入り口に立っているが、他の者は小屋に逃げ隠れる。
ガンガは、Jumbyがここに現れると言う。皆が怖がる中、“Keerful, white chile ... 
white cock mean badness ... trouble pointin’ yo’ way.”２）と予言する。
Kasonga─Manjaが、オビの男のカサンガの小屋から飛び出してくる。カサン
ガは、村から離れた島に住んでいて、何時も姿を隠し、村人は彼の魔法を恐れている。
これまでカサンガの恨みを買った者は、みな殺されている。マンジャは、カサンガか
らもらった魔除けで、ジーン＝マリーの小屋の前に魔除けを置いて、“Not for 
Manja, / Not for Adova, / Not for Merve / But only for Jean-Marie”３）と、呪文を
唱える。
Jumby─夜中に、ジーン＝マリーが目を覚ますと、待女のマンジャは、寝ている。
ジーン＝マリーの体は狂ったように火照っているが、静かにラブソングを歌い始める。
彼女は恋人の腕に抱かれ、情熱の火が燃えているようなイメージを持つ。突然遠く
からドラムの音が聞こえてくる。彼女の眼、耳、手、脚が火照り出す。彼女は自分の
小屋を飛び出すと、ドラムの音はますます大きくなる。
ジーン＝マリーは、茂みを過ぎ、ウサギの隠れているイバラを通り、尖った石、沼
の草の絡まるところを降り、ドラムの音が聞こえる場所に近付く。突然ドラムの音が
止み、月明かりの下に、彼女は妖精のように現れる。小屋に近付くと、そこには一団
の男女がいて、ライオンの皮を身につけた者以外は、みんな裸である。皆が、
“Welcome, fair daughter of the kings, Welcome.”４）と声を揃える。レオパードの皮
を着た黒い大男が、「ジャンビーがお前を使わせた」と言い、小屋に隠れる。
小屋には、首長がいて、ジーン＝マリーの父ジャンビーへの贈り物をテーブルに並
べている。首長は、“Daughter of the kings, soon Jumby will appear.”５）と言って、
姿を消す。ドラマー達が、“E-yah,! It is Jumby.”６）と誦しながら、ドラムを叩き始め
るが、ジャンビーは、現れてこない。ジーン＝マリーは、自分の子供を守ろうとし、
レオパードを着た男に近付き、ダンスをしながら、“Be careful, children It is Jumby 
in the form of leopard, Becareful! Mbwero! Mbwero! Mbwero!”７）と叫ぶ。彼女
は子供を守ろうと必死に踊る。そこに居る者はみな同じステップで、同じ叫び声を上
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げている。
ジーン＝マリーの一人の子供がつかまり、次から次へと捕まり殺され、ただ一人だ
け残っているが、彼女は踊り疲れ、ステップは弱弱しくなる。再びドラムが激しく打
ち鳴らされ、彼女は棍棒を持ちレオパードの男をやつけようとするが虚しい。見ると
コプラが首をあげ、彼女を襲う。彼女は床に倒れる。彼女は急流の中で、泳いでいて、
泳ごうとするが、手足が痺れて動かない。彼女の胸が膨れ上がり、目は火の玉のよ
うになり、腐ったような臭いと、恐ろしい無数の生物が群がってくる。ジーン＝マリ
ーは眼を覚まし、驚きの表情で、子供を探し、次にコプラを探す。彼女は藪の中で、
熱にうなされているところを、助け出されたのだ。
1920年にAfrican Princeが上演されたと記録にはあるが、それがどの様であった
かの記録はない。21年5月22日、ミュージカル・コメディーShuffle Alongが上演され、
好評を博し、ハーレム・ルネサンスの開演を高らかに告げ、アフリカニズムの先駆を
切った。この短編が書かれた2年前Richard Bruce Nugent（後述）は、アレイン・ロ
ック編集のNew Negroにおいて、アフリカの物語“Sahdhi” を掲載した。それは後
に劇化されている。このフォーセットの作品が上演を意図して描かれたかどうかは確
証はないが、少なくとも当時の黒人ダンスの流行を勘案すると、アフリカの色の白い
プリンス、呪い師、音楽、ダンスは、面白い構成になったことが想像される。
II.  Richard Bruce Nugent （1906-1987）
“Sahdji” （1925）─この小説は1932年 , William Grand Still（1895-1978）の
作曲により、ニューヨークのRochester大学The Eastman School Of Musicによって、
チャンターの語り、ダンス、パントマイムにより、幻想的に上演されている。８）“Sahdji” 
の梗概は、中央アフリカの族長Konombjuは、族長の甥で後継者となるMraboによ
って殺害される。ムラボーは族長の若き妻サジーを自分の妻にしようとするが、それ
に気付いたサジーは、彼の魔の手から逃れるために、族長の棺の上で、自殺する、
２ページの短い物語である。余計な説明を捨て、物語の展開は、チャンターの語り
によって進められ、サジーの苦しみを表すダンス、パントマイム、背後の音楽が見事
に調和するように書かれている。
“Smoke, Lilies and Jade”（1926）─ほとんど同時代に書かれ、同じような形
式を用いているが、内容は全く異なる。主人公は、文章を書くか、デッサンを描くか
しか能はない。煙草に火をつけ、ベッドに横たわるが、落ち着かない。夢とも幻想と
もつかないBeautyを追い求めている。幻想の中には、いや煙草の煙の向こうに、ハ
ーレム・ルネサンスで活躍しているWallie, Zora, Clement, Gloria, Langston, Bruce
と本人の名前まで浮かんでくる。彼にとってはナイーブなNew Bedfordを思い、一
方彼にとっては洗練されたニューヨークを思う、そこには倦怠からくる、飽がない。
彼がニューヨークに出てきたのは14歳、現在20歳になる。
アレックスは、起き上がり、美しい夜を、彼がスケッチしたFaniaの官能的なくち
びるをおもいだす。彼は彷徨、煙草をくわえ、象牙色のパイプから青い煙を吐く。 “slant 
and gray... very complacent like a cat’s ... Mona Lisa lips ... red and seductive as 
... as pomegranate juice ... in truth it was fine to be young and hungry and an 
artist ... to blow blue smoke from an ivory holder .........”9）
ラングストンの詩を思い出し、死に関する詩を考え、皆が語り合った借家、魚の臭
い、フライド・フイッシュの臭い、汚れたミルク瓶を懐かしく思う。町の細い長い通
りへ入る。音楽的に歩く、カフェのライト、靴の音をさせながら、彼の好きな、ブル
ーの細い通りを歩く。彷徨さ迷い歩く。かれは、ある野原にやってくる、ブルーの煙
の野原、黒いポピー、カラリリー（オランダかうい）の中を探す。アレックスはビュ
ーティと出会う、ビューティは彼を待っていた。黒いポピー、赤いユリをかき分け、
彼は直立する、手に赤い翡翠を埋めた象牙色のパイプを持って、
... Alex awoke ... Beauty’s hair tickled his nose ... Beauty was smiling in 
his sleep .. half his face stained flush color by the sun ... the other half in 
shadow ... blue shadow ... his eyelashes casting cobwebby blue shadows on 
his cheek ... his lips were so beautiful ... when he looked at Beauty’s lips ... 
I would kiss your lips ,,, he would like to kiss Beauty’s lips ... Alex flushed 
warm ... with shame ... Beauty’s cheek felt cool to his arm ... his hair felt 
soft ... Alex lay smoking .. such a dream .., red calla lilies ...10）
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次に小さな教会に入る、そこではロブソンが歌っている、ラングストンのスピリッ
チュアルを、ビューティが彼を見ている、誰もが一度だけはやってくる、Fornoの店
に入る。アレックスが煙草に火を付ける、ビューティが笑っている、アレクスがドア
を見ていると、彼の恋人Melvaがやってくる。ビューティが彼女の手を取る。昇、昇、
早くなく、ゆっくりと太陽に向かって、アレックスとメルバは、手を取り歩き、キス
をする。砂浜を歩く、海が彼女のために歌を歌う。ビューティ、海なりが響く、ビュ
ーティ電車道へ行く、電車が鳴り響く、砂浜はシルバー、アレックスの中にビューテ
ィとメルバが交差する。
Melva had said ... don’t make me blush again ... and kissed him ... and the 
street had been blue ... one can love two at the same time ...... one can ... 
and the room clouded with blue smoke ... drifting vapors of smoke and 
thoughts ... Beauty’s hair was so black ... and soft ... blue smoke from a 
ivory holder ... was that why he loved Beauty ... one can ... or because his 
body was beautiful ... and white and warm ... or because his eyes ... one 
can love ......11）
この短編とWallace ThurmanのInfants of the Springは、ハーレム・ルネサンス
の影の部分ポルノ的、ホモセクシャル的要素を暴露する作品かもしれない。サーマ
ンに比べるとその描写がより直接的になっている。三人称のアレックスを主人公に、
男性のビューティーを追い求め、省略符号を用い、印象主義的手法で煙草の煙、ユリ、
ヒスイを通して、見事に異彩を放っている。
III.  George S. Schuyler12）とEugen Gordon（1890－？）
“Lynching for Profit”（Schuyler, 1927）─この短編は、ジョージア州の
Moronvilleに住む、有名な白人のL. M. A. Sappの演説形式を用いている。サップ
氏は、少なくとも黒人のリンチ一回に付き2000人の群衆が集まり、そこで石鹸、下着、
煙草、オバーオールが売れると力説する。さらにリンチに関する広告を掲載すると、
50000人を集めることが可能であり、これこそ本当の意味でのサービスであり、これ
を見せしめにすることによって、黒人が白人の女性に手を出すことが防げる。1882
年までに500人の黒人がリンチされている。新聞、地方のクランを使うとより効果的
な宣伝ができると演説。次のような宣伝文句が用意されている─黒人のステーキ、
ジョージア州、M郡、博覧会場。一人来たれ！ こぞって来たれ！ …近隣の町からの
旅行者半額、電車博覧会場へ直通、来て、ぞっとするような光景の観覧を！ 黒人の
ならず者の悲鳴を聞こう！ 焼ける肉の臭い！ ナックルかリブのお持ち帰りを！ これ
までの最大のリンチ、入場料1ドル（戦争税含む）、大人、女性、子供全席確保、来
りてお楽しみを─暴力無し、M警察による完全治安。
　It is unnecessary and unsound to lynch many Negroes─ one a month 
will be sufficient to bring the desired results, and at the same time will 
keep our lynching record low enough to appease the tender-hearted. All 
the police chiefs have privately promised to cooperate, the Klan will 
furnish ushers at $5 a head, the sawmills will supply fuel, and the 
railroads will give 5 per cent of their excursion revenue for the erection of 
health clinics and schools for Negroes, Thus the success of this project is 
assured in every way.13）
ぞーとするような演説を、スカイラーは物語にくみ込んでいる。反リンチ法がアメ
リカの議会で可決成立したのが1968年であったことを思えば、特に南部におけるリ
ンチの横行は長い歴史と、その悲惨さが浮き彫りとなる。アラバマ州にあるタスキー
ギーの調査によれば、1882年から1962年まで、記録に残るリンチは3442件あり、
アラバマ州は299件、ジョージア州は491件、ルイジアナ州335件、ミシシッピー
538件と記録されている。特にジョージアを含む深南部は、数的にも南部の黒人に対
する態度を明らかにしている。記録以外のリンチも想像され、人間を人間として扱わ
なかった南部諸州の恐ろしく、悲しい歴史が浮かび上がる。1921年、NAACPの
J.W. ジョンソンは、不幸にも拒否されたが、上院に反リンチ法を提出していること
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から考えても、第一次大戦前後、南部でのリンチは頻繁に起こっていたようである。
西部でのバファローの絶滅は、白人のスポーツとして行われ、ネイティブ・アメリカ
ンに致命的な影響を与えた。この短編のように、南部の黒人へのリンチが、このよう
に面白半分で行われていたことを、スカイラーは、演説形式で、皮肉を交え、リアル
に描いている。
Gordonは、フロリダに生まれ、1910年から17年まで、断続的にハワード大学、
1921年から23年までボストン大学に通っていた。19年から新聞記者となり、Boston 
Postに勤め、後に『オポチュニティー』誌や『アメリカンマキュリー』誌に論文を投稿
している。
“Game”（1927）─黒人のSam Desmondは、Greater Boston Meat Marketの
ポーターで、真面目に6年間働き、仕事に自信があり、信用もある。彼は黄色い美人
の黒人Margueritaと結婚、彼女はMossoliniと呼ぶ猫を飼っている。彼女はサムの
職場に電話をし、ウサギ、リス、ベンソンの肉の厚切りを買ってくるように伝言を残す。
その伝言を聞いた時、会社では出荷が終わり、何も残っていない。サムは家では全
くとるに足らない男で女房の尻に敷かれている。何時も激しい労働の後、最後に会
社を出て、疲れた体を引きずりながら、女房に依頼された肉を持って帰る。
サムは、時々何のために結婚したか疑問が起こる。
　What had he married her for, anyway? Because she was pretty? Well, 
she was pretty, all right, and no getting away from that. She was a little 
broad acrosswise and rather heavy on her slippered, slip-slap feet about 
the small apartment; but pretty, just the same. An ugly little runt like him 
was lucky to have a woman like Marguerita ... Lucky? Well, he didn't 
know so much about that. After all, why was he lucky? Why wasn’t she 
the lucky one?14）
別の店によって、猫のための肉を買うこともできたが、彼のポケットには、僅か5
セントしかなく、他の肉屋では黒人の彼には付けが効かない。
女房は、彼の嫌いな魚の料理をして待っている。入り口で猫がすり寄ってきたの
を蹴とばすと、猫は大声を立てる。保護者の妻のもとに走り、怒りを露にする。暗が
りで猫に気がつかなかったと弁解するが、妻は彼に怒りを向ける。
... “And you,” she snarled, “Mr. Nice-Nasty, you just touch that cat again if 
you dare! Just lay your black hands on him again—just go ahead and do it 
... I’m sicken tired of you goin’ round here actin’ like you was just too 
disgusted to live under the same roof with me and my cat ...”15）
妻の声から遠ざかり、ラジオのイヤホーンで外界の音を遮断し、サムは、自分の
世界に籠る。彼の残した魚を食べた猫が喉に骨を引っ掛け苦しみだす。一時は治ま
った様子だった。次の朝、猫の具合が悪く、サムは、朝食はコーヒーだけで、猫を
病院に連れてゆく。だが猫は死んでしまう。その日もサムは、最後に会社を出た。彼
は、猫のための肉の包みを持って、晴れやかに帰宅につく
　As he waited for a car at Tremont and Northampton streets he grinned 
into the frigid semi-darkness; then, holding the parcel aloft before his 
face: “Why don’t you yowl for you mama, you lousy yaller rascal?” he 
apostrophized, in a low tense voice. “Why don’t you spit on me? ... So she 
wants game, does she? Well, she’ll get game!”16）
「肌の白さ」は、アフリカ系の人々にとって、大きな願望であった。スカイラーは、
彼の小説Black No More（1931）において、アフリカ系の黒い皮膚を白くすることに
成功した医者と、それを利用して、ほとんどのアフリカ系が白人になり、逆にブロン
ドが嫌われるという、風刺的な小説を書いた。話を元に戻すと、その中間の黄色は、
白人に近くなると言う優越と、他方黒人の中では、黒人でもなく、白人でもない中途
半端さから蔑まされる場合がある。黒人小説の初期においては、白人との間に生ま
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れた、ミュラトーの悲劇が多かった。この短編の主人公サムは、黄色の美人の女性
と結婚し、尻の下に敷かれ、苦労する。猫の名前もムッソリーニーと厄介さを象徴
する名前となっている。サムの心理描写もさることながら、“Game”というタイトルも、
皮肉のこもった面白さとなっている。
IV.  John P. Davis（?－?）
Davisの経歴については、詳しいことは解っていないが、Bates Collegeを卒業し、
ハーバード大学の法学部で修士を取得後、ハワード大学の広報担当、Pittsburg 
Courier紙のワシントン支局長、長年Our World 誌の編集・出版に関わった。1966
年には、The American Negro Reference Bookの編集を担当している。
“Verisimiltude”（1927）─黒人の青年と白人の女性が恋に落ちるプロセスと結
末を、物語にしている。場所─ニューヨーク、登場人物─黒人青年Paul（仮称）、
白人女性Mame（仮称）。二人はデパートで働き、ポールは包装係、メイムは同じデ
パートの売り子、ポールはハーレム135丁目に住み、彼女は119丁目に住んでいる。
作者は、二人がどうして愛するようになったかを、当時の黒人の社会的地位から、
合理的な理由を探し求める。ポールは真面目な青年で、唯ひたすら、売り子が渡す
商品の包装に明け暮れている。夜は事務職に就くことを夢見て、夜学に通っている。
メイムは叔母と一緒に暮らし、ふまじめであまり働かないボーイフレンドがいる。長
い間ポールの働きぶりを見ていたメイムは、黒人だが信頼できる人間だと思い始めて
いる。ある日、二人は仕事の帰りに同じ列車に乗り合わせ、初めて会話をする。二
人は同じラインに乗っていることを知る。その後たびたび同じ車両で顔を合わすよう
になり、会話も弾むようになる。
ポールはメイムが、此れまであった白人の女性とは異なり、黒人に偏見がないこと
を知る。メイムの方は、ポールはこれまでの怠け者の黒人と違い、将来を考えている
好青年だと思い始める。作者は当時の社会状況から、黒人男性と白人女性が結びつ
くプロパビリティーを探し、小説のexpositionを導き出す。
二人は遂に相思相愛となり、職場での黒人と白人の結びつきは、周囲の注目する
ところとなり、その結びつきに反対する白人から、危険人物とさえ思われる。まず最
初、彼女の叔母が黒人との交際に反対し、交際を続けるならアパートから出ていくよ
う警告する。ポールに対しては、「黒人でありながら」との不快感が示されると共に、
上司から冷たい目で見られるようになる。ある時メイムの元ボーイフレンドがデパー
トに現れ、二人にクレームをつけ、メイムに対して激しく言い寄る。
ここから小説にcomplicationが始まる。現場を見た上司は、二人を解雇する。ポ
ールはまず生活費がなくなり、夜学にも通えなくなる。彼女の方は、叔母への部屋
代と賄い代金が払えなくなる。二人はどうにもならない状況に追い込まれる。
ここから小説のsolutionが始まる。周囲の反対を押し切ってポールを愛したメイム
は、叔母や周囲の厳しい目に耐えきれず自殺する。ポールは彼女の死により心を傷つ
け、自暴自棄となる。沖仲仕の仕事を見つけ働いているが、“Irish longshore boss 
yelled at him: ‘Hey Nigger, stop dreaming and go work. Yes I mean you, you son 
of ...’”17）その言葉にかっとなったポールは、木箱の蓋を開けるノミで、ボスの頭を
殴りつける。幸いにも命に別条はなかった。
弁護士は、白人の彼女の死により、精神が不安定であったこと、殺意はなかった
とポールを弁護する。幸運にもポールは7年の刑となる。作者は次のような提案をし
ている。
　I have outlined this story and set it in New York. If you like you may 
write it to please your taste and set it any place under the sun. The results 
would not vary a great deal. If you must have a happy ending, pardon Paul, 
or, bring him back from prison and regenerate him. But I doubt if you will 
succeed. It is hard to get a pardon.  It is harder to reform a man who looks 
on life pessimistically for seven years. At least grant that what I have 
outlined is true or might be true.18）
K. T. Dickinsonの『オセロ』の分析に似ていて、19）面白い構成になっている。どう
して黒人の男性と白人の女性が結びつくか、どのような悲劇をたどるか。「有りそう
もないこと」、当時では、シエクスピアー時代ほど困難でないかもしれないが、作者
－ 12－ － 13－
は妥当な理由付けを探している。イアーゴに当たるのは、さしずめ周囲の黒人と、白
人になるのであろうか。破局は急速に、そして無駄なく進め、題名の示す通り「本当
らしき話」になっている。
“The Overcoat”─晩秋、子供のDavidは、何が起きたか理解できないまま、
教会に座り、“Nearer My God the Thee” を聞いている。すべての人が押し黙り、静
かで、どうして彼の母が町へ行き、花飾りの付いた灰色の箱に入れられ、帰ってき
たかを不思議に思っている。奇妙な静けさを破ろうと、デビットはブーツで椅子をコ
ツコツと蹴飛ばす。すると父の「やめろと言う」鋭い視線が帰ってくる。
デビットは、母親のことを考え始める。姉のSybilが、医者を呼んでくるよう彼に
言いつけた時のことを思い出す。母親の具合が悪いからインディアンごっこをやめろ
と言った時の姉の表情も覚えている。途中スキップをしたり、石を池に蹴飛ばしたり
もしなかった。彼はかなり遠くまで走り続けた。Parker医師の診療所は閉まっていた。
だが彼は諦めず、Benson医師の所へ行った。ベンソン医師も不在だったが、Hunt
の店にいることをメイドが教えてくれた。姉のシビルは、絶対連れてくるようにと言
った。彼はハント家が嫌いだった。ベンソン先生の薄い唇に薄笑いが嫌いだし、黄
色い髪のベンソンの息子が嫌いで、何時もデビットを、“Nigger, Nigger never die, 
snotty nose and shiny eyes?” 20）と、からかった。　
初秋、暑苦しいチンチラのコートを持って歩いていた。父と母が赤いラインが入り、
灰色真珠のボタンのついたコートを彼に買ってくれた。ベンソンの息子が腕から奪い
取り、コートを踏みつけた。“Nigger lak him oughtn’t ter have that kind of an 
overcoat nohow, If he wanted it,  to pick it up lak common Nigger should.”21）と
からかった。彼は貧しい白人から命令されたくはなく、拳を握りしめ、胸を張って家
に帰った。姉がコートを探しに出かけたが見つからなかった。彼は母から折檻され、
鞭うたれた。終わりに震える彼に母はキスをした。あのキスが忘れられない。母がユ
ダヤ人から1ドル98セントを払い買ってくれたコート。だが、自分には誇りがあり、
貧しい白人のガラクタから、自分がどんなに小さかろうと、命令されたくはない。
「あの医者は医学のことを何も知らない。母を亡くするどころか、父から金を奪っ
た。」彼は躊躇せず、医者を連れて帰らなかった。シビルは蒼白になり、“But, Buddy 
couldn’t you get any ... body?”22）と言っただけだった。シビルは泣いた、泣いた。
エプロンで涙を拭き、凍りついたような顔に笑いを投げかけた自分は、卑しい悲しい
人間だと言うことを知る。
それから姉はデビットを母親のところに連れて行った。母はどんな白人よりも青白
く白かった。母の眼には涙がいっぱいだった。母はあたかも心の中に傷でもあるかの
ように見え、デビットにキスをしてくれと言う。母の唇は、少し粘つき、不自然な感
じがした。その時自分がどれほど卑しい人間であることを知らされた。彼の目に涙が
あふれてきた。母はシビルに「デイビーをよろしく」と言った後、何度も彼にキスを
した。
父が背の高い黒人の医師を連れてきた。シビルが何度も「おかあーさん」と呼んだ。
医者はもう二時間早かったらと言った。彼は極まって泣きに泣き、あの十字路で医者
を見つめていた自分のことを考え、教会の外に出た。皆泣いている、やっとデイビス
は、何が起こったかについておぼろげながら気付きはじめた。
　He was looking on his mother’s closed eyes. How full her cheeks looked 
now; not as when she was sick. He could hear voices all around. He 
thought he heard that Benson boy calling out after him; he almost saw a 
red tongue poking out of a pale face, topped by yellow hair. He fancied he 
heard his mother call him “Davy boy.” Everything was in a daze. When 
next he recognized his surroundings, he was in a black coach drawn by 
two horses. Sybil was crying; Father, stonily silent.23）
主人公デイビスの少年の心理を、ジョイスのA Portrait of the Artist as a Young 
Man（1916）のように、初秋から晩秋にかけてフラッシュバックしながらコンパクト
にまとめている。ジョイスのこの作品がアメリカから出版され、当時心理描写が流行
し始めていたことから、その影響を受けたのではなかろうか。黒人少年、白人のいじ
め、母の死、姉を見事に調和させ、少年の心理を如実に伝えている。
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V.  John F. Matheus（1887-1983）24）
“Fog”（1925）─オハイオとウエスト・バージニアを結ぶC&P Trackがある。
11月の終わりごろ、オハイオ・バレーは濃い霧がかかり始めている。6時15分ウエ
スト・バージニア行きの列車を二人の外国人労働者、イタリア系の母親とその赤ん坊、
二人の尼、青年とその恋人、ユダヤ人、黒人の若者、黒人の老夫婦が楽しげに列車
を待ち、定刻に乗り込む。其の頃から霧はさらに深くなり、まるで宇宙旅行をしてい
るような感がある。列車は動きだす、皆は陽気に話し合っている。
オハイオ川を渡り、ウエスト・バージニア入ろうとするとき、突然列車は止まり、
室内のライトが消える。橋が崩れそうになる。混乱と悲鳴が起こる。
　Then protest wild, mad, tumultuous, frantic protest. Life at bay and 
bellowing furiousy against its ancient arch-enemy and antithesis —Death. 
An oath, screams—dull, paralyzing, vomit-sti r r ing nausea. Holy, 
unexpressed intimacies, deeply rooted prejudices were roughly shaken 
from their smug moorings. The Known to be changed for an Unknown, 
the ever expected, yet unexpected, Death. No! No! Not that.25）
労働者の一人の男は、今は亡き妻のことを思い出す。もう一人の男は、この事を
知ったらOld Bunnerは、どのように思うかを考える。若い恋人はヒステリーになり、
泣き、わめき、笑う、青年は粉々に打ちひしがれている。ユダヤ人の一人はロシアで
の大虐殺を思い浮かべる。黒人の老人には自分たちの息子夫婦を失った、暴動のこ
とが蘇り、“Judgment! Judgment!”と叫ぶ。26）老婆は賛美歌を歌う。だれかがドア
を探せ、出口を探せと大声をあげる、だが橋の下には泥水が逆巻いている、全員が
静かになる。列車は止まり、後ろの方に傾き、揺れ、音がしなくなる。霧が総てを支
配する。
　In a few minutes all were safe on Ohio soil. The bridge still stood. A 
street light gave a ghastly glare through the fog. The whore houses on 
Water Street brooded evilly in the shadows. Dog barked, the Egyptian-
faced girl had fainted. The old Negro Woman panted, “Mah Jesus! Mah 
Jesus!” 27）
オニールは1917年に一幕物“Fog”を発表した。これはオニールの神秘主義的作
品のはじまりで、プロビンス・タウン・プレイヤーの演技と、人間の運命と幼児の泣
き叫ぶ声が、霧の中で、神秘性と迫力をもたらした。さらには当時の芝居小屋には、
ハドソン河の霧が忍び込み、効果万点であったと言われている。マシューの場合、
オハイオ・バレーの霧と列車と多種多様な人種がその構成要素となり、濃霧の発生
とオハイオ州とウエスト・バージニアを結ぶ古い鉄橋支柱の崩壊により、全員が死の
恐怖に怯え、夫々が自分の心に重くのしかかる出来事を思い出す。妻の死、暴動に
よる黒人の恐怖、ロシアでのユダヤ人迫害等、あたり一面夜の霧、暗闇の中で、声
を通して、夫々の思いが見事に伝えられている。
“Anthropoi”（1928）─Bush Winterは長い間、Denetrices Pappaniasusこと
Pappanを憎んでいた。パパンはギリシャ系で、パリのラテン地域からニューヨーク
を経て、ウエスト・バージニアのTri-State Valleyに遣って来た。外見的スタイルに
は関心がなく、一生懸命働き、背は低く、浅黒く、黒髪をしている。他方ウインター
はアフリカ系アメリカ人で南北戦争時代にオハイオに生まれ、北西地帯建設に携わっ
たと言う伝統と自由、友好的な雰囲気の中で育ってきた。背が高く、浅黒く、黒髪だ
がスタイリストのムラトーで、この町の金庫やピアノ運びのエキスパートである。平
等の雰囲気があったので、散髪屋には白人と黒人の客がいて、パパンの経営する靴
屋でも、黒人が靴を買うことができた。
やがてパパンはお金を貯めマーケット通に、レストランを開き、拡大し、ウインタ
ーの住む通りにまで店を出した。ある8月、ウインターは、パパンの店に行き挨拶し、
アイス・クリームを注文すると、雑用係が出てきて、黒人にはサービスができないと
言う。この事からウインターはパパンを憎悪する。商売相手が、トラックを買ったこ
とにより、ウインターはより一層働かなければならなくなる。
パパンの店は繁盛し、さらに拡大を続け、看板に「White」を掲げ、白人専用の店
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となり、ハイスクールで娘や息子たちが争を始めるようになる。パパンはさらに権力
を持ち始め 、土地の者さえへつらい始める。銀行の力を借り、劇場さえ経営する。
ウインターの家族も、劇場に行きたくてうずうずしている。パパンの妻は、劇場のチ
ケット担当で、ウインターは、長い間待たされた揚句、“We do not cater to the 
Ethiopian race.”28）と、断られてしまう。
ウインターは弁護士を雇い、市民権擁護のために戦うが、パパンは巧妙な手を使い、
今度は“All sold out, Mister.” と、チケット販売を断る。パパンはウインターの娘が
銀行に採用されると、お茶くみ以外の仕事が出来ないように策略する。パパンの息子、
ウインターの息子が戦争から帰ってくると、まったく馴染めない社会になっている。
ウインターの父は金庫を運ぶのに失敗し、働けなくなり、ウインタ－の息子は、戦後
の低賃金の中、苦しみながら働いている。
ある秋の夜、ウインターの息子とその妹は、ダンスホールに出かける。その時パパ
ンの息子が率いるクランの一味がやってきて、マスクを取り、襲撃を始める。乱闘、
ピストルの乱射、放火が行われる。乱闘の中で、パパンの息子は瀕死の重傷を負い、
無意識の状態になる。パパン氏は息子の状況から急に老けこむ。ある日パパン氏と
ウインター氏が久しぶりに町で出会い会話を交わす。今やウインターの娘は、パパン
氏の妻の経営する美容室で働き、パパン氏は、彼女の仕事ぶりを褒める。若きウイ
ンターは奇跡的に回復し、パパン氏は、ある日、ウインター氏の家を訪れ、トラック
を買うための投資を申し出る。
題名のAnthropopiは、さしずめ「人類」と言う意味となり、人種を超越しての両
者の和解を表しているのであろうが、結末が安易に解決され、面白さが半減している。
人間は、こんなにも簡単に和解できるのであろうかとの疑問が残る。
VI.  Frank Horn（1899－?）29）とChester Himes（1909-1986）
“The Man Who Wanted to Be Red”（Horn, 1928）─ユーフラテス川の上流
のバビロニアのウル国にJudaと言う若者が住んでいて、科学の時代であるにもかか
わらず、Greeners出身であるために、獣のような生活をし、口もきけず、話すことも
できなかった。
ある時美しく背が高く朝の太陽にように輝く、赤色の人々が現れ、自分たちの畑を
耕したり、森を開墾するために、森にたむろしているグリーナーズを奴隷にした。
Yes, and they roam the woods like beasts, and they laugh and make merry, 
but have no clothes, nor books, nor churches. Surely they have no souls, 
but their bodies are strong and we can use them.30）
ユダの人々は、自由を失い、家族、家、森との関係も失ってしまう。ユダは色白で、
父はMadaと呼ばれるレッドマンで、有名な科学者，化学者であり、母はグリーナー
ズ出身である。長い間研究を重ね、父の死の数か月後、自分が発見した試薬に三つ
の草を加えたところ、不思議な薬を作り出した。母親の協力を得て、さらに実験を続
け、母親の皮膚を採取し、実験装置に入れると、25秒後、その皮膚はルビーのよう
な赤色に変化した。彼は狂喜にうち震え、グリナーズが住んでいるみすぼらしい町と、
赤色の人々の住んでいる上品な町を眺めた。
その時彼の頭の中に、一つの疑問が持ち上がった。グリナーズを赤色の人に変え
ることが良いことなのだろうか？ グリナーズはやさしい立派な人間になるのであろう
か？ 現在の赤色の人のように残酷になるかもしれない。彼は急ぎ実験室に戻り、父
と共に苦労してきた実験ノート、グリナーズを赤色に変える実験過程を書いたノート
を、火の中に投げ捨てた。
スカイラーは『ブラック・ノー・モア』で医師クルークマン（ペテン師）を登場させ、
すべての黒人を安価に、白人に変え、さらに人種混交により、逆に黒い皮膚もった
者が、ベスト・ピープルになると言う風刺的小説を書いた。この小説の場合、赤と
緑の人間の問題であるが、赤色人は、上品な生活をするが、「残酷な人間」との、倫
理的問題を含めている。表面を変えることで、その人々の内面まで失ってしまう、恐
ろしさへの警告の書となっている。
Chester Himes（1909-1984）は、1940年代からの作家であり、その後の活躍の
方が大きい。1945年からの10年間、If He Hollers Let Him Go（45）をはじめ、
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Lonely Crusade（47）等抗議小説を書き、50年代からはRichard Wrightと同じくフ
ランスに移住、そこで多くの探偵小説を書いている、Carl Van Vechtenはライトを通
してハイムズを知り、彼の出版を助けると共に、その後深い人間関係を結び、
Lonely Crusadeは失敗作であるが、黒人白人を冷静に見つめ、黒人の恥部も、あか
らさまに描いたことから、ハイムズの傑作の一つであると賞賛している。黒人の恥部
の赤裸々な描写と言う点では、アリス・ウオーカー、トニ・モリソンの先駆をなす働
きをしている。
ハイムズは、ミズーリ州のジェファーソン・シティーに生まれたが、両親の仕事と
Joseph Jr.の偶然的盲目のための治療により、いろいろな所を転々として暮らし、父は、
オハイオ州のクリブランドで破産している。家族の破産にハイムズの背中の傷害が加
わり、苦しめられたが、1926年オハイオ州立大学の医学部に入学、彼の生活からく
る不満・怒りと疎外感から大学を放校となり、1928年に数々の強盗をして逮捕され、
19歳で20年間の重労働刑を科せられている。ハイムズの執筆活動はその刑務所内か
ら始まっている。
“His Last Day”（1932）─これはSpatsが死刑台に登る、最後の日の物語である。
スパッツは、大柄で、力の強い、黒髪の男で、現在州刑務所に収監されていて、明
日は死刑となる。独房の前には看守が座り、彼はベッドに横になり、今の自分を思い、
大声で笑う。その大声で看守が飛び上がる。
スパッツは逮捕された土曜日の朝のセントラルシティーのテキサスクラブでのこと
を思い出す。ユダヤ人のマネージャーが従業員を皆上にあがるよう命じた。彼の顔
にはハジキが当てられ、デカが侵入してくる。彼がハジキを手にして廊下に立った時、
生き残った一人が、彼の靴紐の色を覚えていた。独房の朝のライトが点けられると、
彼は堂々と振舞おうとするが、死という時間が近まるにつれ、緊張する。看守が朝
食を持ってきて「最後の食事は何にするか？」と尋ねた時「最後の食事」という言葉で、
食欲がなくなる。
　And then the thought suddenly assailed Spats that this was the last 
breakfast he would eat, ever. His hands began trembling. He quickly stuck 
the cigaret back into his mouth and jammed them into his pockets. He 
glanced sharply toward the guard to see if he had noticed the action.31）
弁護士がやってくる。彼はスパッツが金庫に預けていると言う宝石について尋ねる。
彼が宝石については狂言であったと言った時、弁護士は怒り独房を去ってゆく。彼
の緊張と、心の動揺は更に高まる。彼は煙草に火をつけ、彼は自分を警察に売った
女のことを思い出す。殺人をしたことを思い出す。
He’d been a lone wolf: no friends, one woman, and he never would be 
quite sure that she didn’t turn him up for that other five grands. Not even a 
mother to grieve for him when he was gone. Well, he was glad for that ... 
And now he was in the condemned men’s row in the state prison. And 
today was his last day.32）
黒人の牧師がやってくる。牧師の“the last few hour with you”の「最後の数時間」
という言葉が気にかかり、牧師の話に耳を貸さない。牧師の説教も虚しく、牧師を追
い返へす。牧師は、“This is the saddest day of my life. I have failed.”33）との言葉
を残して、独房を後にする。
　But Spats didn’t hear him. The words, “LAST FEW MINUTES OF 
LIFE,” were disseminating through his blood like tiny crystals of ice. He 
felt numb, drenched with a sense of unspeakable shame. He shouldn’t have 
treated the old minister like he had, he regretted. He should have listened 
to him politely and after his sermon he should have told him that he 
confessed God. It wouldn’t have hurt him and it would have made the old 
minister so happy.34）
虚勢と悔悟の念も虚しく、死刑台に向かうスパッツは、酔っ払いのようになり、引き
－ 20－ － 21－
ずられ、笑おうとしても，嘲笑しようとしても凍りついた表情になる。彼の眼は恐怖
に満ちている。
1936年、ハイムズは仮出所し、その後、様々な仕事に就きながら、1945年の小
説が出版される機会を待っていった。この短編は、1932年の、Abbott’s Monthly誌
の11月号に掲載された、いわば彼の作家修業時代の作品といえよう。しかし、死刑
を待つ一日のことながら、ハイムズは死刑の迫りくる人間の、刻々と変化する心理を、
克明に描き、迫力を持って迫ってくる。スパッツの思いだすことに、時間的心理の変
化を加え、死期の近付くことを示す言葉からくる恐怖を絡め、引き締まった作品とな
っている。後のハイムズの活躍を窺わせる作品といえよう。
これまで、ハーレム・ルネサンスの短編小説における、主要作家、マイナーな作
家を見てきたが、これらを通して、アフロ・アメリカ系の作家の層の厚さが示されて
きたと思う。特に女性作家の層の厚さは、60年代以後の女性作家の活躍を暗示する
ものであろうし、男性作家にしても、その後の健全な発達の土台を築いてきたことは、
否定できない。意識の流れ，あるいは従来の小説の書き方に抵抗し、試作にも挑戦
している。題材としては、従来の抗議小説だけでなく、題材の幅を広げ、読者に迫
真性を伝える、すぐれた作品が多くなっている。アフロ・アメリカ系の最初のオバマ
大統領が誕生した良き日に、「ルネサンスの短編小説編」の締めくくりができることは、
望外の喜びである。ハーレム・ルネサンスの時代的状況から推測すると、夢のような
出来事であろうし、60年代を率いてきたマーチン・ルーサー・キングにしても想像
できなかったことであろう。“Still We have a dream!”とのキング牧師の叫びが重い
響きとして、蘇ってくる。アフロ・アメリカ系の新大統領の誕生により、建国以来の「長
い悪夢」と、現在アメリカが抱えている「経済的悪夢」に終止符が打たれんことを心
より願う者である。
2008年11月6日、創価大学・研究室にて
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